
 

われや欠けの中に小石が入り、歩

きにくい佐久石の舗装。この工事

のために、２９２６万円もの増額

がなされた 
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広島空港周辺整備問題を考える会 

ニュース 
 

疑惑第１ 

佐久石訴訟等 

● 度重なる増額の変更工事および無契約変更工事への 

                  支払いは、違法。 

●知事は工事管理を怠った責任をとって損害賠償をせよ。 

いよいよフォレストヒルズ問題の 
核心に迫る公判始まる！ 

   次々に増額変更工事は、異常 
広島県は、沼田建設株式会社と、平成１３年１０月

４日に、基盤整備工事請負契約を２億７４０５万円で

締結しました。しかし、次々に「美観を増す」という

目的で、増額の変更工事がなされ、合計１億３２２９

万７９００円も増額するという、異常な経過をたどっ

ています。 

   契約もせず、書類も作らず 
 県は、本来、契約変更の妥当性を検討、判断して 
契約を締結すべきであったのに、一切それをしていま

せん。作成を義務付けられているはずの「工事打ち合

わせ書」や「工事内容変更通知書」もありません。当

局の知らないままに工事が行なわれたのではないかと

疑われます。 

  「美観を増す」という理由だけで工事変更 

 

照明器具、受水槽の位置、門扉、フェンス、敷石

の佐久石への変更、など、様々な名目で、変更の手

続きなしに７８２４万円の工事が県の検討を経ず

に行なわれ、代金が増額されて支払われました。 
「美観を増す」とか「全体の調和を増す」という 
だけの目的での無断の変更工事は許されるもので

はありません。 

 佐久石使用の怪 
 今回の敷石変更に使われた佐久石は、彫刻などに

適しているそうで、舗装材として使われる事は無い

といわれています。しかも受注生産で生産している

ので、納期には時間がかかります。そこで、早くか

ら用意してあったか、在庫のあることを知っていた

者の口利きで使用されたとしか考えられません。 
 もう割れや欠けが見られ，美観は逆に損ねている

とも言えるのではないでしょうか。 
 私達の税金を湯水のように使って秘密裡に工事

を行うということは、不法な行為だと思うのです。 

  第１疑惑の第１回公判が９月２日、広島地方裁判所で始まりました。 
  原告団を代表して、「空港周辺を考える会」の土屋知紀さんが意見陳述 
をしました。要旨は、次の通りです。 

裁判傍聴参加者の声 
 今度の裁判官は、声も大きくて、よかった。理知的な

感じの女性裁判官が、凛とした声で県側の答弁書のミス

を指摘したとき、これなら、公正な判断を下してくれる

かも・・と期待がわいた。（５０代女性） 

 フォレストヒルズの建物は、壁紙の処理や、玄関の

屋根の部分など、雑な工事をしているなと思った。余

りにもたくさん装飾品を置きすぎる。これも、我々の

税金から・・・もったいない。（飲食店経営男性） 



 

 

トヒルズ「ガーデンの事業費は初めの予算が２９ 
億８千万には膨れ上がっていたのです。しかも、 
家具、装飾品など、の苦しい県民税金を使ってい 
 
 

←ふかふかのソファー。アンティークなテーブル。テーブル

の上の装飾品、羽根のついた球は、なんと１０万円もします。 

    ② 桧山前議長が計画か？ 
昨年８月大ニュースが、アメリカから舞い込んできまし

た。バージニア州に本社がある「リッチモンドタイムズディ

スパッチ」誌によると、（右の記事はその一部 → ） 
「アメリカ留学時からの友人である、アメリカの大学の准

教授浜田氏と広島県議会議長の桧山氏が、アメリカのゴルフ

クラブハウスに感銘を受け、そのような建築物を日本の広島

に建てようという計画をアトウッド社に持ち込んだ。社長の

アトウッド氏は、プロジェクトチームを結成、欧米的な建物、

庭などを設計した。彼の先妻が経営するフィニッシングタッ

チズ社が家具や調度品を担当。桧山議長は、大きな資金援助

を政治指導者に求める推進力になった」というものです。 ③ フォレストヒルズガーデンは「桧山ハウス」だ 

さらに、桧山前議長が直接事業の内容について口出しし

ている事を証明する文書が昨年の県議会決算特別委員会

で、日本共産党の辻つねお議員によって公表され、前議長

が行政の内容にいちいち指示を与えていた事が明らかにさ

れたのです。その中身は 
● レストランのピザ釜の設置場所、ワインのし入れ先ま

で指示 
● 「家具を含めた整備費が七千万程度かかるので今年

度は見送りたい」という県の責任者に対して、「HAV
が会員権を売ってでも整備しろ。」 
などと言う、目に余る干渉ぶりです。フォレストヒルズ

ガーデンは、「ムネオハウス」ならぬ「桧山ハウス」と言

えるでしょう。 

桧山前議長は「セミナーハウス（ハ

ーモニックホールのことらしい）は、

移民した人々の心の支えとなったチ

ャペルをモデルとしている。地味な

建物だが、神聖なものだということ

を念頭に置くように。」という指示ま

でしています。 

④ 県知事も前議長の関与を認める 

平成１４年１１月２９日の広島県議会の普通会計決算

特別委員会で、藤田県知事は、議長からの関与を認めま

した。そして知事と３０人に上る職員の大量処分がおこ

なわれました。しかし、知事は、その時調査した内容を

まだ、発表しようとしていません。調査文書を全面公開

することが知事の責任ある態度ではないでしょうか。 

   公判の傍聴に参加して下さい 
１０月１６日午後４時 第２疑惑の３回目公判  
        イズミうらの公園から１時出発 
１０月２８日午後３時半第１疑惑の２回目公判 
       イズミうらの公園から１２時半出発 

空港周辺を考える会に加入してください 
入会費は１０００円。 
連絡は０８４－９２３－１８１７、０８４－９５５－５３５７へ 
 

 

① 多額の事業費が県民税から 
フォレストヒルズガーデンの初めの予算が９千３千万。で

き上がってみると変更につぐ変更で、なんと２９億８千万に

膨れ上がっていたのです。しかもたいへん高価な家具、装飾

品なども苦しいわたし達の税金を使って購入されているの

に、県民の福祉に役立つか、大いに疑問です。 


